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我が国の原子力防災体制、枠組みは、JCO 臨界事故以降大幅に見直された。これは、こ

の臨界事故が、①世界各国でこれまで発生してきた臨界事故の中でもかなり大きかったこ

と、②臨界事故がウラン燃料を取り扱う施設で発生したこと、③周辺の住民に対する影響

についても、350m 圏内の住民の避難、10km 圏内の住民の屋内退避と言う大きなものであっ

たこと、など事故そのものが社会に与えたインパクトが大変大きかったことが大きな要因

であると考えられる。また、臨界事故発生後の対応が、国、地方公共団体、専門家、とい

う防災対策を行う立場の人々、さらに周辺住民等の防災対策を受ける側の人々の間でおお

いに教訓とすべき物があったことが、もう一つの要因であろう。本稿では、JCO 以前の防

災対策から、臨界事故で何が起こり、どのような教訓・反省を踏まえて、新しい枠組みと

なったかについて述べてみたい。 

 

１ 臨界事故の経過  

1999 年 9 月 30 日、朝 10 時 35 分、臨界事故が発生した。すぐに消防に連絡され、救急隊

が到着したが、当初は、「癲癇」との連絡であった。その後、現場作業者三名は、水戸病院

を経て、放射線医学総合研究所まで運ばれた。一方、臨界事故の現場では、JCO による本

部も立ち上げられたが、放射線測定器（中性子等）がなかったり、測定技術者が不足して

いたため、外部機関（原子力機構等）に応援を依頼した。事故に関する情報の発信が十分

でなかったが、茨城県等の要請もあり、JCO に中性子測定器が持ち込まれ、17 時頃中性子

が測定され臨界事故が継続していることが判明した。 

15 時過ぎには、東海村の周辺住民（350m 圏内）の避難、22 時過ぎには、茨城県により 10km

圏内の住民の屋内退避の措置が発表された。 

22 時過ぎに、政府現地本部の決定を受け、JCO 作業員、原子力の専門家、原子力安全委員

会委員等の協力により、臨界事故の終息作業が実施され、翌日朝 6 時 30 分には臨界事故が

終息した。 

その後の、措置、住民サーベイ、心のケア等の事後対策が実施された。 

 

２ 臨界事故からの教訓 
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この臨界事故からの教訓として 

① 事故原因に関するものとして、作業管理、運転管理、許認可、国の検査等さまざまな

教訓があげられ、法改正等の対策が実施された。 

② 防災対策に関するものとして、初期の情報連絡、防災関係機関の連携強化、人材育成・

訓練等の反省点があり、法律の改正等がなされた。 

 

２ 原子力災害対策特別措置法（原災法）等と防災の枠組み 

上記のような、数々の教訓、反省点に対して、数々の法的整備等が成されたが、本稿で

は、防災対策に関するものを中心に、原子力災害に対する特別な措置を中心に述べたい。

原災法の中では、 

① 原子力防災管理者の通報義務 

② 原子力緊急事態の基準と、判断 

③ 原子力災害対策本部の設置 

④ 原子力防災専門家の配置 

⑤ オフサイトセンターの設置 

⑥ 合同対策協議会 

等について定められた。 

国では、法改正とともに、必要な施設・設備の整備を図ってきた。並行して地方公共団体、

防災関係機関においても整備が図られてきた。また、この新しい法的枠組みをより実効的

なものとするため、原子力安全・保安院を中心として原子力発電所などでの防災訓練が実

施され、運用の改善等に取り組まれている。 

今後とも、防災訓練等で色々な反省点が抽出され、また、学会等の議論を踏まえよりいっ

そうの改善がなされていくことを望みたい。 
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